
第 6学年 社会科の実践 

１．単元名    「全国統一への動き」  （全９時間 本時６時間目） 

 

２．単元目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「ひびき合う三の丸の子どもたち」にせまるために 

 

 

 

 

 

 

〈聴く・話すについての指導〉 

  自分の考えを話す時、教師に向かって話をしたり、周りが聴く準備ができていないのに話し始めたりと伝え

方に課題がある。「言いたい」から「伝える」へ相手意識を持って話をしている児童を取り上げ、全体に広めて

いるところである。また、学習中全員が発表する場面を意図的につくったり、朝の会の中にみんなの前で話す

時間を設けたりすることで、発表することへの自信が付いてきた子が多い。話すことへの自信を持ち、発言で

きるようになってきた子を取り上げて認めていく中で、一人また一人と不安傾向の強い子も含めて発表できる

ようになってきた。まだまだ、話し合いの段階になると一部の子に限定される部分もあるが、その中でもペア

やグループなどの学習方法を効果的に活用しながら、話し合いの場面における話す力も高めていきたい。 

「聴く」ことについて、友達の意見を理解しようと、体を向けて聞いたり、うなずいたり、反応したりしな

がら聴こうとする姿が少しずつ見られ始めている。一方で、手遊びや定規などを触っていて友達の話を聴くこ

とに気持ちが向いてない児童もいる。『反応』ということをキーワードにあげながら、友だちの話に自分なりに

反応することを大切にしてきた。ただ声を出すことが反応ではなく、うなずくことやメモすること・つぶやく

こと・分からないと首をかしげることなど、聴き方の多様性を認めつつ、良い反応を取り上げていくように指

導してきた。 

〈これまでの関わり合い・ひびき合い〉 

児童同士が関わり合いひびき合えるよう、なるべく多くペアやグループでの話し合いを取り入れている。

総合的な学習のテーマ決めや役割決め、振り返りなどをクラスでじっくり話し合いお互いの意見のずれを何

度も取り上げてきた。問いを見いだし、それを解決していく中で生まれた意見のずれを取り上げ、話し合っ

ていくといった学習過程を国語・総合・学活を中心に行ってきた。これにより、子ども同士の関わり合う力

は少しずつ身に付いてきている。図や板書、問い返しから子どもたちのずれを明確にすることによって、話

研究課題・・・子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成 

手だて・・・・子どもの願いや思いの育ちを見とった単元構想と授業づくり 

       高学年ブロックテーマ「仲間への理解、自立する自分」 

・仲間を理解しつつ、自分の思いも大切にする姿 

・新しい価値観にふれ、自分を再構築する姿 

 

 

・戦国の世が統一されたことを理解するとともに、遺跡や文化財、地図や年表などの資料を通して、情報を

適切に調べまとめる技術を身につけるようにする。 

・北条氏をはじめ信長、秀吉、家康の政治の特色、出来事や人物の関連や意味を多角的に考える力、その時

代の社会に見られる課題を把握して、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明したり、それらをも

とに議論したりする力を養う。 

・北条氏の業績や信長、秀吉、家康の全国統一について主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よ

りよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多面的な思考や理解

を通して、日本や自分たちが住んでいる小田原の歴史や伝統を大切にして国や地元を愛する心情を養う。 

 

 

 

 

 

 

 



し合いを通して自分の思いを強めたり、考えを深めたりするひびき合いの姿を目指したい。 

自分に関わることであると、多くの児童が熱心に話し合う場面があるので、なるべく児童にとって身近な

学習課題を与えていくことを大切にしている。全体での話し合いになると、よく友達の話を聴いている児童

は多いが、その意見交換の中に入ろうとする児童は限られており、少ない人数でひびき合っていることがあ

る。クラスみんなでひびき合うことを目指していくために、自分の考えをしっかりともたせることに加え

て、話す、聴くの土台を大切に指導していきたい。また、教師が話し合いをリードしすぎず、児童が中心と

なって、自分たちで問題や疑問を解決していけるような姿を目指していきたい。 

 

 

４．単元と指導について 

 〈単元について〉 

  本単元では、大名が領地を広げようと戦い、全国統一を目指す戦国時代を扱う。戦国時代は室町時代に起こ

った応仁の乱から始まり、その後豊臣秀吉が小田原の北条氏を倒して全国を統一するまでの 100年間ととらえ、

学習を進めていく。 

  学習内容として、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康に加えて、小田原の北条氏を最初に扱う。子どもたちの地

元である小田原を築いてきた北条氏を学ぶなかで、どんな政策、戦略、思いを大切にしてきたかに触れていく。

豊臣秀吉による全国統一の最後の砦であったことや、当時の関東を支配していたこと、農民たちを大切にして

きたことを理解することで、地域を愛する心情を育てることにつながると考える。また、小田原の北条氏をは

じめ、戦国時代の歴史を学び、先人たちの考えをこれからの生活に生かしていくという、歴史を学ぶ意味を感

じれられるようにしていきたい。 

 

〈指導について〉 

 前時までに、室町幕府が崩れ、戦国大名たちが全国統一を目指して争う時代へと進んでいく流れをつかんで

いる。導入では、「戦国時代にどんな人が活躍したのだろう？」という問いから進めていく。子どもたちもよく

知っているような武将が多く活躍しているなかで、小田原の北条も大きく活躍していることに気づくことで、

戦国時代と小田原の関係に興味・関心を持つと考える。関東の多くを支配していた図や、戦国時代の 100年を、

最初から最後まで続いていたことを、他の武将と比較したグラフで示すことで、北条氏の強さや、長く続くす

ごさに大きく感心すると考える。一方で、「なぜこんなにも強いの？」「なぜ 100 年も続くことができたの？」

という考えが出ると考え、それらの疑問を解決するためにまずは北条氏の強さや長年続いた理由を、「戦い方」

「政策・しくみ」「人柄」に分けて調べ学習を進めていく。 

北条氏のことを調べ、クラスで共有していくなかで、「農民のことを大切にしている」「守りの堅い戦いで、

戦に強い」「多くの人から信頼されていた」といった、北条氏に対してよい印象をもつ子どもが多くいると考え

る。そして、北条氏の最後となる、小田原攻めの様子を伝える。小田原城が豊臣軍に囲まれた図を見せ、この

状態が３か月続き、戦いをせずに北条氏は降参してしまうことを伝える。子どもたちの反応は、「なんで戦わな

かったのか」「３か月何をしていたの？」「これに勝てば全国統一なのに」といったものであると考える。また、

そのなかで一番多い反応としては「なぜ降参してしまったのか？」であると想定し、その上で本時に子どもた

ちが解決したい問題は「北条氏はなぜ降参してしまったのか？」である。これまで学習してきた北条氏の戦い

方や政策・しくみ、人柄を踏まえながら予想を考えてもらいたい。その予想を伝え合うなかで、北条氏が小田

原の町の基盤をつくってきたことや、北条氏の小田原の民衆を思う気持ちに子どもたちが気づいてもらえるよ

うにしていきたい。また、小田原攻めを北条氏側からだけでなく、豊臣側からの視点も大切にしながら学習を

進め、多角的な視点をもてるようにしていく。そして、北条氏がなぜ降参したのかについて、これまでの学習

から、根拠のある予想を伝え合うことで、自分の考えを深めたり、より明確にしたりする姿をひびき合いの姿



とする。 

単元の後半では、強さもあり、長く続いた北条氏を滅ぼした豊臣秀吉をはじめ、織田信長、徳川家康につい

て学習していく。全国統一したことや、新たな戦い方や政策を生み出したことを調べていく。また、江戸幕府

に北条氏の町づくりや政治が生かされていることや、北条氏の総構が多くの城で参考にされていることを知る

ことで、より地元である小田原への愛着が生まれてくると考える。 

 

  



 

  



 

 

７．実践を終えて 

 

＜単元について＞ 

 本校は小田原城の隣にあるのにも関わらず、子どもたちは小田原の歴史についての知識が少なく、同時に小田

原への愛着の薄さも感じた。北条五代祭りについて話したときも意味を分かっている子どもは少なかった。当初

は北条氏が行った政策・戦術・人柄の 3 つに分けて調べていく予定だった。しかし、「北条五代がそれぞれどん

な人なのか知りたい！」という気持ちが強かったので一人一人にスポットライトを当てて調べていくことにした。 

 

＜成果＞ 

自分の考えをしっかり持てる子が限られていたが、今回、子どもたち一人一人がこれまでに学習してきたこと

をもとに、自分の考えを持つことができた。北條五代一人一人の政策や戦術からそれぞれの人柄を学習したこと

で、北条氏の気持ちに迫った考えを持つことができた。そして、その考えをもとにペアワークが活発にできてい

た。中には自分の資料を出しながら説明をし、それを頷きながら聞く姿が見られた。 

また、「～さんの言ったことが分かる？」や「～さんの意見はどこに入る？」といった問い返しを取り入れるこ

とができた。問い返しは話し手ではなく、聴き手に向けて行うことを今後も続けて意識していきたい。 

 

＜課題＞ 

 本時のめあてからそれた発言が出ることがあった。子どもたちが調べてきたことを柔軟に受け止め、めあてに

沿った切り替えしができるように授業準備が必要だと感じた。 

今回の単元構想では、戦国時代の終わりに北条氏が滅ぼされたときをスタートとしている。その後、信長・秀

吉についてと時代をさかのぼるような学習になった。さらにその後、家康が幕府を開く時代に進むという学習の

流れになった。そのため、出来事の流れをつかむことが難しい子どももいた。また、北条氏以降の時代を繋げる

ことができなかった。本時の終わりに「北条氏は尊敬できる？」「この他に尊敬できる戦国大名はいる？」などと

投げかけ、信長や秀吉に繋げる工夫が必要だった。 


